
令和６年度 第３回学校関係者評価委員会 

兼 信頼される学校づくりのための委員会 

 

◎日 時   令和６年２月５日（水）15:30 ～ 16:20 

 

◎会 場   総合学館 C24 教室 

 

◎参加者   評価委員・校長・教頭・事務長・４部主任・学年主任・学校評価係 

       （※ただし降雪等により，評価委員・校長・教頭・事務長・生指部・３学年部のみ 参加） 

 

◎会 順 

 15：30～開会のことば・校長より 

 15：35～令和６年度最終評価と反省 

  15：45～信頼できる学校づくりに向けて（意見交換） 

 16：20～閉会のことば 

 

◎委員からの感想等（まとめ） 

（質問）女子に服装の乱れがあるとのことだが，乱れとはどのような感じか。 

（回答）大きく乱れてはいないが，スカートを短くしていたり，一見ではわかりにくいようにしつつ 

メイクをしたりしていた。 

 

 （質問）不登校申請はどのようにして行うのか。 

 （回答）欠席が増えてきた頃，該当生徒・保護者と担任が話し合って委員会に申請する。委員会は申 

     請書や外部カウンセラーなどの所見も参考にしつつ審議した上，職員会で最終的に全体に諮 

     ることで認可される。なお，不登校申請が認められた場合，必要な授業参加数を一定数，減ら 

     すことができるが，限度があり，それ以上に欠課がたまった場合は原級留置になる。 

 （意見）今も学校側は話をしていると思うが，入学式・PTA 総会などで，特に保護者に対し，「出席 

     が大事であり，欠席が多いと学校推薦にも悪影響を及ぼす」ということを強く伝えるべきだ。 

   

 （意見）塩田知事と話をしたが，「学科」の名称が大事だという話になった。私立の高校などはどん 

     どん学科名を変え，生徒に「楽しそうだ」と感じさせている。すぐに変えることは難しいと 

     思うが，長期的視野で考えてほしい。 

 （意見）学科改編は難しいと思うが，コース改変なら実行しやすいと思われる。生徒からアンケート 

などをとって要望を聞き，コースを充実させて強くアピールしないと私立に勝てない。 

 

 （質問）１月の総合学科学習発表会についてどのようだったか教えてほしい。 

 （回答）例年の発表に加え，１年生が「新聞を題材にして自分たちも新聞作り」，２年生が「Time  

Tact を用いた職業研究学習」の成果を新規に発表した。３年生の卒業研究は「調べ学習で終 

わらない」を目標に研究を行い，少し深化した研究内容を発表していた。 

 

 （意見）枕崎高校は百周年を迎えるが，それにむけてラジオやテレビなどのメディアでアピールをし 

     た方がよい。そしてなるべく計画的に早目に PR していくべきだ。 

 （意見）百周年記念講演では，世界中でマラソンをしている「走る冒険家 Pon」氏に講演してもらう 

     予定だ。先日，Pon 氏が南極を横断したことがテレビ放送された。広く PR するチャンスだ。 

 （回答）「夏休みの書道教室」を新聞社に取材してもらうなどマスメディアへの呼びかけも行ってい

る。 

新聞に掲載されることは大事だと考えており，今後も粘り強く新聞社などに呼びかけたい。 



 

（意見）Pon 氏の講演を早い時期から大々的に伝えるべきだ。また，それのみならず，野球部などに 

ついても鹿児島県出身の有名選手を呼べたりしないのか。 

 （回答）有名選手ではないが，枕崎高校野球部は今後，キャンプに来る慶応大学のチームと合同で練 

習する予定になっているのでそれも PR できたらと思う。 

 

 （意見）同窓会では文化祭で枕崎出身のアーティストの「Arts」と「ナツメグ」を呼ぶつもりだ。バ 

     ザーやキッチンカーも呼びたいと考えている。 

 （意見）昨年度あった枕崎小学校の１５０周年行事では子どもたちが１５０年間のことを語ったりし 

     て盛り上がったので，周年行事は学校をアピールするチャンスだと思う。 

 

（質問）「学科」名称変更，「コース」名称変更には県の許可が必要なのか。 

（回答）「学科」は簡単にはいかないが，「系列（コース）」の変更はある程度学校裁量なので，検討

していきたい。 

（意見）私立高校は名称が次々と変わっている。「総合学科」は，卒業して何になれるのか分かり 

    づらい。その点，鹿児島水産高校は具体的で分かりやすい。 

（意見）鹿児島水産高校も過去，学科名を変更したら印象が良くなったことがある。 

（意見）「総合学科」を返上したら高校統廃合の対象にされる可能性が高くなるかもしれないので，

そこは慎重に考えた方がよい。 

 

 

  

 

 

 

貴重なご意見を賜り，誠にありがとうございました。 

皆様のご意見を参考に，次年度の学校運営および校務運営に生かしてまいります。 


